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イルを真空容器内に持ち込むことはできないため，真空容
器外から内部に導体を導入し，狭隘な環境下でコイル製作
を実施しました．FPPCコイルでプラズマを安定に制御す
るために磁場の誤差を小さくする必要がありますが，コイ
ル中心位置，半径および高さを± 2ミリメートルの精度で
製作・設置することに成功しました．また，12月23日に
はFPPCコイルを製作した三菱電機（株）とQSTの共同で
プレス発表を行うとともに，完成したFPPCコイルと合わ
せて，初めてJT-60SAの真空容器内をプレス公開しまし
た．重水素実験開始後にはTVカメラ等での内部撮影は困
難となります．そのため，今回の真空容器内の公開は非常
に貴重な機会となりました．
今後は，プラズマ加熱実験に向けた機器整備の終盤の作
業を真空容器内外で進めるとともに，2026年 2 月以降は，
統合試験運転として，これまでに増強整備した機器の試験
運転を，整備作業と並行して実施する計画です．
� （量子科学技術研究開発機構 
� 那珂フュージョン科学技術研究所）

回，真空容器内に整備する上下 2個の高速プラズマ位置制
御（FPPC）コイルの製作据付が完了しました．FPPCコ
イルは直径10メートルの真空容器壁面に沿って配置する
直径 8メートルの大型コイルで，コイルに流す最大 5キロ
アンペアの電流を10ミリ秒という高速で制御し，プラズ
マの位置と形状を精密に高速制御して高圧力プラズマを
安定に閉じ込めるために用います．図 4に整備完了した
FPPCコイルの配置図と写真を示します．FPPCコイルは，
内部が空洞で冷却水を流すことができる銅製のホロー導体
を23ターン巻いた構造です．直径 8 メートルのFPPCコ

図 2　クレーンで移動中の上部架台．

図 3　上部架台設置後の JT-60SA本体の様子．

図 4　整備完了した高速プラズマ位置制御コイル．




